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令和元年年度厚生労働行政推進調査事業費補助金 食品の安全確保推進研究事業 

食品や環境からの農薬等の摂取量の推計と国際標準を導入するための研究 

研究分担報告書 

食品を介した農薬等の摂取量推定に関する研究 

研究分担者 

国立医薬品食品衛生研究所食品部 鈴木美成   

研究要旨 

 有害物質の摂取量推定値は、健康リスクの管理を目的とする規格値策定等の行政

施策の検討、及び効果検証のための科学的根拠となる。本研究では、日常的な食事

から国民が平均的に摂取する残留農薬の量を、マーケットバスケット方式により全

国 5 地域、トータルダイエット試料の分析結果に基づき推定した。調査対象とした

農薬等にはこれまで ADI に対する推定摂取量の割合が高いと推定されている農薬

と，国民の関心が高まっているネオニコチノイド系農薬に対して摂取量評価研究を

行った。さらに有機塩素系農薬についても調査を行った。 

1 日推定摂取量は、BHC: 0.099 μg person-1 day-1, γ-BHC: 0.021 μg person-1 day-1, ア

セタミプリド (代謝物含む): 0.841 μg person-1 day-1，アセフェート: 0.260 μg person-

1 day-1, イミダクロプリド : 0.449 μg person-1 day-1, インドキサカルブ : 0.005 μg 

person-1 day-1, クロチアニジン: 0.521 μg person-1 day-1，クロルピリホス: 0.175 μg 

person-1 day-1，ジノテフラン : 6.73μg person-1 day-1, スルホキサフロル : 0.028μg 

person-1 day-1, チアクロプリド: 0.744 μg person-1 day-1, チアメトキサム: 0.467 μg 

person-1 day-1，テフルトリン: 0.083 μg person-1 day-1, ニテンピラム: 0.491 μg person-

1 day-1，ノバルロン: 0.067 μg person-1 day-1, ハルフェンブロック: 0.083 μg person-1 

day-1, ビフェントリン: 0.164 μg person-1 day-1, ピリダベン: 0.165 μg person-1 day-1, 

フェニトロチオン: 0.195 μg person-1 day-1, ブプロフェジン: 0.074 μg person-1 day-1, 

フルアジホップブチル(代謝物含む): 0.144 μg person-1 day-1, フルベンジアミド: 0.149 

μg person-1 day-1, ヘキサジノン: 0.006 μg person-1 day-1, ヘプタクロル (異性体含む): 

0.034 μg person-1 day-1, ボスカリド: 2.15 μg person-1 day-1, メタミドホス: 0.115 μg 

person-1 day-1であった。 

これらの農薬の 1 日推定摂取量の ADI に対する比率を算出したところ、全ての農
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薬において、対 ADI 比は 1%未満であった。対 ADI 比が比較的高かったのは、クロル

デン  (0.80%), ヘプタクロル  (0.52%)，メタミドホス  (0.35%), クロルピリホス 

(0.32%) であった。 

 

研究協力者 

国立医薬品食品衛生研究所 岡本悠佑 

北海道北海道立衛生研究所  平間祐志、竹脇優太郎、宮島祥太、青柳 光敏 

秋田市保健所 戸田英汰、伊藤功一 

神奈川県衛生研究所  萩尾真人、林 孝子 

広島県立総合技術研究所  井原紗弥香、川崎恭寛、中島 安基江 

福岡県保健環境研究所  飛石和大、佐藤 環、堀 就英 

 

 

A. 目的 

厚生労働省では食品を介した残留農薬

等の暴露量を推定し、ADI の 80％を超え

ないことを確認している。しかし、食品以

外の暴露経路も懸念され、例えば、家庭用

殺虫剤を使用することで経気暴露の可能

性がある。食品を介した農薬等の暴露推

定のみを根拠とした食品中残留農薬の基

準値設定は、食品以外の暴露量に不確定

な要素があるため、精密なリスク管理に

は食品以外の経路も含めた総合的評価が

必要である。 

本研究班においては、ADI が低く設定さ

れている成分かつ、一日推定摂取量試算

での ADI 占有率が 70%を超える農薬等に

加えて、国民の関心の高いネオニコチノ

イド系農薬・残留性の高い有機塩素系農

薬を主な調査対象物質とした。また、本分

担課題においては、食品からの摂取量を

マーケットバスケット (MB) 方式による

トータルダイエットスタディ (TD) 試料

を用いた評価研究を行った。 

 

B. 試料と方法 

日常食からの残留農薬摂取量を推定す

るため、日常食のモデルとして MB 方式

による TD 試料を調製した。各地域におけ

る個々の食品喫食量は，平成 26 から平成

28 年に行われた国民健康・栄養調査の結

果を地域別に集計した平均値を用いた。

2019 年の夏から秋にかけて、各地の小売

店から食品を購入し、茹でる，焼く等の一

般的な調理加工を行ってから、一日当た

りの摂取量に従って秤量し、混合・均一化

して試料とした。分析に必要な均質性を

確保する目的から、調製時に試料に加水さ

れる場合があるが、その量は農薬濃度を算

出する過程において考慮した。 

TD 試料は、混合・均質化の際に組み合

わせる食品の種類に応じて、下記 14 群に

分割して調製した。1 群:米及びその加工品、

2 群:雑穀・芋、3 群:砂糖・菓子類、4 群:油

脂類、5 群:豆・豆加工品、6:果実類、7 群:

有色野菜、8 群:その他の野菜・海草類、9

群:嗜好飲料、10 群:魚介類、11 群:肉・卵、

12 群:乳・乳製品、13群:調味料、14 群:飲
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料水。 

各食品群に含まれる農薬等濃度は、LC-

MS/MS あるいは GC-MS/MS で分析し、

得られた濃度と食品喫食量を掛け合わせ

て、各食品群からの一日当たりの食品を

介した残留農薬摂取量とした。各食品群

からの残留農薬摂取量の総和を推定 1 日

摂取量とした。1 日当たりの飲水量を 250 

mL day−1 として 14 群から残留農薬摂取

量を算出した。各分析は３試行で行い、各

食品群において１試行で添加試料の分析

を行うことを基本とした。 

摂取量調査の対象とした農薬等は、ADI

占有率が高いことが推定される農薬 (ア

セフェート, インドキサカルブ , クロル

ピリホス,ノバルロン , ビフェントリン , 

ピリダベン, フェニトロチオン , ブプロ

フェジン, フルアジホップブチル , フル

ベンジアミド, ヘキサジノン, ヘプタク

ロル, ボスカリド, メタミドホス)および

ネオニコチノイド系農薬 (アセタミプリ

ド, イミダクロプリド, クロチアニジン, 

ジノテフラン，スルホキサフロル，チアク

ロプリド, チアメトキサム , ニテンピラ

ム) とした。また、残留性の高い有機ハロ

ゲン系農薬  (BHC, γ-BHC, クロルデン , 

テフルトリン，ハルフェンプロックス) お

よびフェンプロパトリンも測定を行った。

対象とした農薬、およびその適用作物と

代表的な物理化学的パラメーター (水へ

の溶解度，蒸気圧，オクタノール―水分配

係数 (Kow)) を Table 1 に示す。適用作物

は、独立行政法人農林水産消費安全技術

センター (FAMIC) の農薬抄録あるいは

厚生労働省のデータベースを参照した。

物理化学的パラメーターはアメリカ国立

衛生研究所 (National Institutes of Health, 

NIH) が公開している PubChem のデータ

ベースを用いた。 

分析法の妥当性の確認として行った添

加回収試験においては、試験は最低限２

種の濃度で行った。１つは定量下限近辺

の濃度とし、もう１つは定量下限の 10 倍

近辺の濃度、検量線の中間近辺の濃度、基

準値がある場合は基準値近辺の濃度等か

ら適切な濃度を選んで行った。 

定量下限値および検出限界値は、5 併行

以上でブランク操作を実施し、それぞれ

の測定溶液から得られた対象農薬等に由

来する信号の平均値と標準偏差 σ を求め

る。あるいは、目的とする農薬等に由来す

るピークの近傍（ピークの半値幅の 10 倍

の範囲）のノイズを計測し、その幅（最大

値と最小値の差）の 2/5 をノイズの標準

偏差とした。 

このブランクの信号の平均値と σ の値

から、平均値＋3σ に相当する濃度を検出

限界値、平均値＋10σに相当する濃度を定

量下限値とした。 

 

C.D. 結果と考察 

1 ADI 占有率が高い農薬の傾向 

TD 試料中の農薬分析は、地方衛生研究

所に協力して頂き行った。各食品群につ

いて、分析の妥当性を添加回収試験によ

り確認したところ、全食品群の平均回収

率は低濃度或いは高濃度添濃度のどちら

かで、ほとんどの農薬の回収率は 70～

120%の範囲内であった Table 2。しかし

ながら、アセタミプリド代謝物 (3, 8, 9, 10, 

13 群)，インドキサカルブ (1, 8, 9, 10, 11, 

13群) とフルアジホップブチル代謝物 (2, 
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3, 5–10, 13 群) の回収率は悪かった。これ

らの農薬に関しては、回収率が悪かった

点を踏まえて考察する必要があるだろう。 

食品中農薬濃度に喫食量を乗じて 1 日

農薬摂取量を推定した。各地域の 1 日農

薬摂取量の平均値を一日推定摂取量とし

た。定量下限 (LOQ) 値 未満のデータは

not detected (ND) として扱った。なお、

農薬の摂取量評価においてはこれまで

ND に 0.2×LOQ を代入して算出してきた

ことから、これまでと同様の計算方法と

同様に算出した。とくに断りが無い限り、

以降の解析においては ND=0.2LOQ を代

入して解析を行った。 

食品群ごとの農薬濃度の平均値と標準

偏差および検出率を Table 3 に示す。調査

地域が 2 以上の農薬を対象とすると、検

出率の最小であったのはフェニトロチオ

ン  (4.8±12.1%) と ヘ キ サ ジ ノ ン 

(4.8±12.1%) であり、最大であったのはブ

プロフェジン (60.7±21.3%) であった。検

出率は最大でも 60.7%であったというこ

とは、得られたデータの半数以上に不確

かな推定を含んでいるという事になる。

登録が失効となった農薬および POPs 条

約で使用が禁止されている農薬である、

BHC, γ-BHC, クロルデン，ハルフェンプ

ロックス，ヘプタクロルはいずれの試料

からも検出されなかった。メタミドホス

に関しては、アセフェート使用由来で残

留が認められることから，アセフェート

が検出された資料においては検出される

割合が高くなった。 

農薬の 1 日摂取量と対 ADI 比の結果を

Table 4 に示す。1 日推定摂取量は、BHC: 

0.099 μg person-1 day-1, γ-BHC: 0.021 μg 

person-1 day-1, アセタミプリド (代謝物

含む): 0.841 μg person-1 day-1，アセフェ

ート: 0.260 μg person-1 day-1, イミダクロ

プリド: 0.449 μg person-1 day-1, インドキ

サカルブ: 0.005 μg person-1 day-1, クロチ

アニジン: 0.521 μg person-1 day-1，クロル

ピリホス: 0.175 μg person-1 day-1，ジノテ

フラン: 6.73μg person-1 day-1, スルホキ

サフロル: 0.028μg person-1 day-1, チアク

ロプリド: 0.744 μg person-1 day-1, チアメ

トキサム: 0.467 μg person-1 day-1，テフル

トリン: 0.083 μg person-1 day-1, ニテンピ

ラム: 0.491 μg person-1 day-1，ノバルロン: 

0.067 μg person-1 day-1, ハルフェンブロ

ック: 0.083 μg person-1 day-1, ビフェント

リン: 0.164 μg person-1 day-1, ピリダベン: 

0.165 μg person-1 day-1, フェニトロチオ

ン: 0.195 μg person-1 day-1, ブプロフェジ

ン: 0.074 μg person-1 day-1, フルアジホッ

プブチル(代謝物含む): 0.144 μg person-1 

day-1, フルベンジアミド : 0.149 μg 

person-1 day-1, ヘキサジノン : 0.006 μg 

person-1 day-1, ヘプタクロル (異性体含

む): 0.034 μg person-1 day-1, ボスカリド: 

2.15 μg person-1 day-1, メタミドホス : 

0.115 μg person-1 day-1であった。 

調査した全ての農薬において、対 ADI

比は 1%未満であった。対 ADI 比が比較的

高かったのは、クロルデン (0.80%), ヘプ

タクロル (0.52%)，メタミドホス (0.35%), 

クロルピリホス (0.32%) であった。 

 

2 食品群の寄与率 

食品群ごとの農薬の 1 日摂取量ボックス

プロットを Fig. 1に示す。推定 1 日農薬摂

取量における各食品群の寄与率を Table 5
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に、その結果を積み上げ棒グラフで示し

たものを Fig. 2 に示す。 

多くの農薬について、6 群の果実類，7

群の緑黄色野菜，8 群の淡色野菜・きのこ・

海藻類の寄与率が高かかった。6 群の果実

類の寄与率が高かったのは、チアクロプ

リド  (96.6%), フェンプロパトリン 

(79.8%), アセタミプリド (73.5%)，アセタ

ミプリド代謝物 (56.1％) であった。7 群

の緑黄色野菜の寄与が高かったのは、ジ

ノテフラン (73.6%)，ボスカリド (40.1%)，

フルベンジアミド (29.2%)であった。8 群

の淡色野菜・きのこ・海藻類の寄与率が高

かかったのは、メタミドホス (88.4%)，ニ

テンピラム  (85.0%)，アセフェート 

(69.8%)，チアメトキサム (62.0%)であっ

た。 

とくに、メタミドホスは国内では農薬

登録がされておらず使用は認められてい

ないが、アセフェート使用由来の代謝物

が農作物中に残留することが認められて

いる。メタミドホスの摂取量における食

品群の寄与率が 8 群で最も高かった結果

は、アセフェート摂取量の寄与率が 8 群

で高かった結果を反映したものと考えら

れた。 

ピリダベンは10群の寄与率が最も高か

った。10 群の魚介類からの寄与が多かっ

たのはピリダベンのみであり特徴的な傾

向であった。 

ノバルロン (39.1%) およびスルホキサ

フロル (45.9%)は、13 群の嗜好飲料の寄

与率がもっとも高かった。これらの農薬

は水への溶解度がある程度あり  (>0.1 

mg/L)、log KOW が 0.8 以上であることか

ら、土壌中にある程度残留しやすい上に

水へ溶解することでこのような傾向にな

ったことが考えられた。 

 

3. Not detected としたデータの取扱い 

上記までの解析において、LOD 未満・

および LOD 以上 LOQ 未満のデータは、

ND として扱い、ND には LOQ の 0.2 倍し

た値を代入し平均的な摂取量を評価して

きた。しかしながら、代入法は問題のある

方法として認識されて来ており、限定さ

れた場合にのみ使用を推奨されるように

なってきている。代入法に代わり、最尤推

定などの代替法の使用が推奨されて来て

いる。また、サンプル数が少ない場合は、

検出値と検出された割合を報告すべきと

の提言もある。 

そこで、本年度の研究成果としては、農

薬摂取量の不確かな推定値を示すよりは、

下限値と上限値を示す方が、より客観的

なデータの提示方法になると思われる。 

Table 5 には、各地域における農薬摂取

量推定値の下限値と上限値を示す。下限

値の計算は、LOD 未満のレコードには 0

を代入し、LOD 以上 LOQ 未満のレコード

には LODを代入した。上限値の計算には、

LOD 未満のレコードには LOD を代入し、

LOD 以上 LOQ 未満のレコードには LOQ

を代入した。本研究においては、LOD・LOQ

の値は分析機関によって異なるため、そ

れぞれの値を用いた。 

LODおよび LOQは協力機関ごとの値を

使用しているため、上限値と下限値の範

囲が広いレコードも散見された。例えば、

アセフェートでは地域 A の摂取量の範囲

は[0.066, 0.560]であり、その範囲は他地域

の約 2 倍となっていた。 
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このような場合に ND となった値に

0.2LOQ を代入することは、他地域のデー

タよりも高値となることもあり、そのよ

うな代入値が妥当であることには疑問が

生じる。一方で、ND となった値に 0 を代

入することは過小評価であり、上限値を

採用することは過大評価につながる。 

本分担課題においては、Table 6 から解

析できる内容のみ記述するのみに留め、

より統計的妥当性の高い解析法について

は「総合的な摂取量評価における推定値

の精緻化および信頼性の向上に関する研

究」の分担研究班にて検討を行った。 

 

 

E. 結論 

ADI に対する推定摂取量の割合が高い

と推定されている農薬と，国民の関心が

高まっているネオニコチノイド系農薬に

対してトータルダイエット試料の分析結

果に基づき農薬摂取量を評価した。その

結果、調査対象とした農薬の 1 日推定摂

取量の ADI に対する比率は、全ての農薬

において、対 ADI 比は 1%未満であった。

また、多くの農薬で 6 (果実類)，7 (有色野

菜)，あるいは 8 群 (その他の野菜・海草

類) 群の寄与率が高かった。 

 

F. 研究発表 

1. 論文発表 

なし 

2. 学会発表 

1) 鈴木美成，穐山浩; トータルダイエ

ットスタディによる農薬摂取量の

推定におけるベイズモデルを用い

た精緻化 , 日本食品衛生学会第

116 回学術講演会(2020.11–12). 

 

H. 知的財産権の 出願， 登録状況 

な し 

 

I. 健康危機情報 

な し
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Table 1 研究対象とした農薬等の適用作物及び物理化学的パラメーター 

*が付いた農薬は今年度から調査対象に追加したものを示す。 

  

 農薬名 農薬の系統 主要な適用作物等 溶解度 [g/L] 蒸気圧 [Pa] log Kow 

BHC* 有機塩素系 本剤は、国内では農薬登録がなされていない。    

γ-BHC* 有機塩素系 本剤は、国内では農薬登録がなされていない。 0.0073 0.0056 3.72 

アセタミプリド 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

2 群 (とうもろこし等)，5 群，6 群，7 群 (トマト，ピーマン

等)，8 群 (キャベツ等) 
4.45 0.0058 

0.80 

アセフェート 有機リン系系殺虫剤 
2 群 (ばれいしょ等)，6 群，7 群 (トマト等)，8 群 (キャベ

ツ，はくさい等)  
819 0.0002 −0.85 

イミダクロプリド* 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

1 群，5 群, 6 群 (すいか等)，7 群  (トマト等)，8 群 (キャベ

ツ，はくさい等)) 
0.61 4×10−10 0.57 

インドキサカルブ 
オキサダイアジノン系

殺虫剤 

2 群 (かんしょ)，5 群，6 群 (いちご)，7 群  (トマト等)，8 群 

(キャベツ，はくさい等) 
0.0002 253×10−10 4.65 

クロチアニジン 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

1 群，2 群 (ばれいしょ等)，5 群，6 群 (りんご等)，7 群 (トマ

ト等)，8 群 (キャベツ，はくさい等)，9 群 (茶) 
0.327 1.3×10−10 0.7 

クロルデン* 有機塩素系 本剤は、国内では農薬登録がなされていない。 0.056×10−3 0.0013 6.16 

クロルピリホス 有機リン系殺虫剤 
2 群 (ばれいしょ等)，3 群 (てんさい等)，5 群，6 群 (りんご

等)，8 群 (たまねぎ)，9 群 (茶) 
0.0014 0.0024 4.96 

ジノテフラン* 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

1 群，3 群 (さとうきび)，5 群, 6 群 (すいか等)，7 群  (トマト

等)，8 群 (キャベツ，はくさい等) 
54.3 <1×10−6 −0.64 
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Table 1 続き 

 

  

 農薬名 系統 主要な適用作物 溶解度 [g/L] 蒸気圧 [Pa] log Kow 

スルホキサフロル* 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

1 群，6 群 (りんご等)，7 群  (トマト)，8 群 (キャベツ，レタ

ス等) 
0.809 2.53×10−10 0.802 

チアクロプリド 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

1 群，2 群 (ばれいしょ等)，6 群 (りんご等)，7 群 (トマト

等)，8 群(きゅうり等)，9 群 (茶)，13 群 (とうがらし類) 
0.1855 7.99×10−10 1.26 

チアメトキサム 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

1 群，2 群 (ばれいしょ等)，5 群，6 群 (かんきつ類，果樹)，7

群 (野菜類)，8 群 (野菜類)，9 群 (茶) 
4.1 6.6×10−9 -0.13 

テフルトリン* 

有機塩素・ 

合成ピレスロイド殺虫

剤 

野菜、果樹、茶、豆、花卉類に適用 0.02×10−3 8×10−4 6.4 

ニテンピラム 
ネオニコチノイド系殺

虫剤 

1 群，2 群 (ばれいしょ等)，6 群 (りんご等)，7 群 (トマト

等)，8 群(レタス等)，13 群 (わさび等) 
570 1.1×10−9 -0.66 

ノバルロン ウレア系殺虫剤 
2 群 (かんしょ等)，6 群 (いちご)，7 群 (トマト等)，8 群 (レ

タス等)  
0.9531×10−3 500×10−6 5.27 

ハルフェンプロックス* 有機ハロゲン系殺虫剤 本剤は、国内では農薬登録が失効となっている。 5×10−8 77.9×10−10  

ビフェントリン 
合成ピレスロイド系殺

虫剤 

2 群 (ばれいしょ等)，3 群 (あずき)，5 群，6 群 (かんきつ

等)，8 群 (キャベツ等)，9 群 (茶) ＜0.001×10−3 1.78×10−6 6 

ピリダベン 
ヘテロ系殺ダニ・殺虫

剤 

2 群 (さといも等)，3 群 (あずき)，5 群，6 群 (果樹)，7 群 

(トマト等)，8 群 (みょうが等)，9 群 (茶) 
0.012×10−3 157×10−6 6.37 
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Table 1 続き 

*が付いた農薬は今年度から調査対象に追加したものを示す。 

 農薬名 系統 主要な適用作物 溶解度 [g/L] 蒸気圧 [Pa] log Kow 

フェニトロチオン 
有機リン・有機硫黄系

殺虫剤 

1 群，2 群 (大麦等) ，3 群 (さとうきび)，4 群 (オリーブ)，5

群，6 群 (りんご等)，7 群 (トマト等)，8 群 (ねぎ等)，9 群 

(茶)，11 群 (動物医薬品として家畜・家禽の外部寄生虫の駆

除)，12 群 (動物医薬品として家畜・家禽の外部寄生虫の駆除) 

0.038 0.018 3.3 

フェンプロパトリン* ピレスロイド系殺虫剤 適用農作物等は果樹、野菜、豆、樹木、花き等 1.41×10−5 730×10−6 6.0 

ブプロフェジン ヘテロ系殺虫剤 
1 群，2 群 (小麦) ，6 群 (みかん等)，7 群 (トマト等)，8 群

(きゅうり)，9 群 (茶) 
0.0009 1253×10−6 4.3 

フルアジホップブチル フェノキシ酸系除草剤 
1 群，2 群 (やまのいも等) ，3 群 (てんさい)，5 群，6 群 (い

ちご等)，7 群 (にんじん等)，8 群 (きゅうり) 
0.001 55×10−6 4.5 

フルベンジアミド フェニル系殺虫剤 

2 群 (とうもろこし等) ，3 群 (てんさい)，4 群 (なばな類)，5

群，6 群 (もも等)，7 群 (ブロッコリー等)，8 群 (キャベツ

等)，9 群 (茶) 

29.9×10−6 <1×10−4 4.2 

ヘキサジノン トリアジン系除草剤 3 群 (さとうきび)，6 群 (ブルーベリー等)， 33 30×10−6 1.85 

ヘプタクロル 有機塩素系殺虫剤 （POPs 条約により使用が原則禁止とされている。） 0.00018 0.053 6.1 

ボスカリド アリニド系殺菌剤 
2 群 (小麦) ，5 群，6 群 (りんご等)，7 群 (にんじん等)，8 群 

(レタス等)，9 群 (茶) 
0.00046 0.72×10−6 2.96 

メタミドホス 有機リン系殺虫剤 
本剤は、国内では農薬登録がなされていない。本剤はアセフェ

ート使用由来で残留が認められる。 
1000 0.002 −0.8 
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Table 2 添加回収試験における各食品群の平均回収率 (%) の範囲 

 

BHC γ-BHC 
アセタミプ

リド 

アセタミプ

リド代謝物 

アセフェー

ト 

イミダクロ

プリド 

インドキサ

カルブ 

クロチアニ

ジン 

低濃度添加群 71.6 – 111 74.2 – 114 73.9 – 97.7 51.5 – 104 67.5 – 94.1 80.7 – 119 27.5 – 96.6 65.3 – 96.0 

高濃度添加群 79.6 – 97.0 79.9 – 97.4 75.3 – 102 47.5 – 112 67.7 – 103 73.2 – 99.4 23.2 – 101 67.3 – 100 

回収率が 70～120%

を満たした食品群数* 
14 14 14 9 13 14 10 14 

 

 

 クロルデン クロルピリホ

ス 

ジノテフラン スルホキサフ

ロル 

チアメトキサ

ム 

チアクロプリ

ド 

テフルトリン ニテンピラム 

低濃度添加群 64.0 – 93.6 80.2 – 95.4 72.8 – 101 83.7 – 109 72.3 – 96.1 75.3 – 100 71.3 – 89.8 71.9 – 97.5 

高濃度添加群 69.5 – 90.3 81.4 – 92.5 75.0 – 107 84.7 – 109 75.6 – 100.3 76.5 – 101 70.7 – 94.3 73.6 – 97.4 

回収率が 70～120%を

満たした食品群数* 
14 14 14 14 14 14 14 14 

*: 低濃度あるいは高濃度添加群のどちらかで回収率が 70～120%を満たした食品群の数 
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Table 2 続き 

 

ノバルロン 
ハルフェン

ブロックス 

ビフェント

リン 
ピリダベン 

フェニトロ

チオン 

フェンプロ

パトリン 

ブプロフェ

ジン 

フルアジホ

ップブチル 

低濃度添加群 69.4 – 104 66.6 – 104 75.4 – 106 63.6 – 130 76.2 – 138 70.2 – 98.0 50.5 – 99.1 69.0 – 96.6 

高濃度添加群 66.6 – 92.0 74.5 – 111 74.6 – 102 67.9 – 123 87.6 – 109 73.6 – 104 52.6 – 98.6 77.4 – 98.8 

回収率が 70～120%

を満たした食品群数* 
13 14 14 12 14 14 13 14 

 

 

 フルアジホッ

プブチル代謝

物 

フルベンジア

ミド 
ヘキサジノン ヘプタクロル 

ヘプタクロル

エポキシド 

(異性体 A) 

ヘプタクロル

エポキシド 

(異性体 B) 

ボスカリド メタミドホス 

低濃度添加群 23.6 – 115 83.1 – 117 85.0 – 99.8 46.6 – 103 58.8 – 136 47.0 – 101 56.8 – 101 52.0 – 132 

高濃度添加群 14.5 – 115 87.7 – 116 85.8 – 99.7 37.4 – 101 46.6 – 103 42.1 – 94.1 60.2 – 102 64.6 – 114 

回収率が 70～120%を

満たした食品群数* 5 14 14 13 13 12 12 12 

*: 低濃度あるいは高濃度添加群のどちらかで回収率が 70～120%を満たした食品群の数 
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Table 3 各食品群中の農薬濃度 (ng/g) の平均値，標準偏差，および検出率* 

 BHC γ-BHC アセタミプリド 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.040  0/1 0.010  0/1 0.002  0.001 0/4 

2 0.040  0/1 0.010  0/1 0.001  0.001 0/4 

3 0.040  0/1 0.010  0/1 0.001  0.001 0/4 

4 0.040  0/1 0.010  0/1 0.031  0.033 2/4 

5 0.040  0/1 0.010  0/1 0.001  0.001 0/4 

6 0.040  0/1 0.010  0/1 4.97  3.27 4/4 

7 0.040  0/1 0.010  0/1 0.271  0.255 3/4 

8 0.040  0/1 0.010  0/1 0.454  0.607 2/4 

9 0.040  0/1 0.010  0/1 0.026  0.028 2/4 

10 0.264  1/1 0.010  0/1 0.002  0.001 0/4 

11 0.040  0/1 0.010  0/1 0.001  0.001 0/4 

12 0.040  0/1 0.010  0/1 0.001  0.001 0/4 

13 0.040  0/1 0.010  0/1 0.543  1.06 2/4 

14 0.004  0/1 0.001  0/1 0.002  0.001 0/4 

* ND となったデータには 0.2×LOQ を代入して平均値と標準偏差を算出した．検出率の分子は検出できたデータ数を示し、分母は分析したデータ

数を示す。 
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Table 3 続き 

 アセタミプリド代謝物 アセフェート イミダクロプリド 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.001   0/2 0.009  0.011 0/3 0.233   1/1 

2 0.012   1/2 0.271  0.464 1/3 0.081   0/1 

3 0.002   0/2 0.010  0.010 0/3 1.02   1/1 

4 0.002   0/2 0.091  0.134 1/3 0.003   0/1 

5 0.052   1/2 0.015  0.009 1/3 0.406   1/1 

6 0.848   2/2 0.019  0.013 1/3 0.017   0/1 

7 0.216   2/2 0.016  0.009 1/3 0.247   1/1 

8 0.195   1/2 0.955  1.59 2/3 0.877   1/1 

9 0.002   0/2 0.026  0.024 1/3 0.009   0/1 

10 0.002   0/2 0.018  0.012 1/3 0.002   0/1 

11 0.002   0/2 0.017  0.010 1/3 0.001   0/1 

12 0.002   0/2 0.013  0.008 1/3 0.414   1/1 

13 0.023   1/2 0.017  0.010 1/3 0.235   1/1 

14 0.001   0/2 0.009  0.011 0/3 0.003   0/1 
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Table 3 続き 

 インドキサカルブ クロチアニジン クロルデン 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.002   0/1 0.330  0.531 1/4 0.100  0/1 

2 0.002   0/1 0.021  0.024 0/4 0.100   0/1 

3 0.002   0/1 0.070  0.076 1/4 0.100   0/1 

4 0.002   0/1 0.058  0.054 1/4 0.100   0/1 

5 0.002   0/1 0.022  0.022 0/4 0.100   0/1 

6 0.002   0/1 1.43 1.16 4/4 0.100   0/1 

7 0.002   0/1 1.12  1.36 3/4 0.100   0/1 

8 0.002   0/1 0.429  0.448 3/4 0.100   0/1 

9 0.002   0/1 0.074  0.092 1/4 0.100   0/1 

10 0.002   0/1 0.026  0.027 0/4 0.254   0/1 

11 0.002   0/1 0.026  0.028 0/4 0.100   0/1 

12 0.002   0/1 0.027 0.026 0/4 0.100   0/1 

13 0.002   0/1 0.185  0.302 1/4 0.100   0/1 

14 0.001   0/1 0.009  0.014 0/4 0.010   0/1 
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Table 3 続き 

 クロルピリホス ジノテフラン スルホキサフロル 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.019  0.020 1/4 1.28   1/1 0.009   0/1 

2 0.021  0.019 0/4 0.009   0/1 0.004   0/1 

3 0.046  0.057 1/4 0.014   0/1 0.003   0/1 

4 1.52  2.86 4/4 0.735   1/1 0.122   1/1 

5 0.019  0.019 0/4 0.021   0/1 0.003   0/1 

6 0.591  1.18 3/4 10.8   1/1 0.006   0/1 

7 0.042  0.050 0/4 53.5   1/1 0.008   0/1 

8 0.025  0.015 1/4 0.653   1/1 0.009   0/1 

9 0.090  0.087 1/4 0.007   0/1 0.006   0/1 

10 0.018  0.021 0/4 0.045   0/1 0.003   0/1 

11 0.033  0.029 1/4 0.017   0/1 0.005   0/1 

12 0.019  0.019 0/4 0.017   0/1 0.001   0/1 

13 0.067  0.067 2/4 0.029   0/1 0.139   1/1 

14 0.011  0.017 0/4 0.002   0/1 0.005   0/1 
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Table 3 続き 

 チアクロプリド チアメトキサム テフルトリン 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.003 0.006 0/4 0.015 0.020 0/5 0.040   0/1 

2 0.004  0.006 0/4 0.015  0.020 0/5 0.040   0/1 

3 0.003  0.004 0/4 0.014  0.019 0/5 0.040   0/1 

4 0.017  0.027 1/4 0.034  0.040 1/5 0.040   0/1 

5 0.004  0.006 0/4 0.015  0.020 0/5 0.040   0/1 

6 7.31  9.42 3/4 0.542  1.07 2/5 0.040   0/1 

7 0.004  0.006 0/4 0.559  0.763 2/5 0.040   0/1 

8 0.003  0.006 0/4 1.49  1.70 4/5 0.040   0/1 

9 0.008  0.009 1/4 0.082  0.141 1/5 0.040   0/1 

10 0.003  0.004 0/4 0.014  0.019 0/5 0.040   0/1 

11 0.003  0.004 0/4 0.014  0.019 0/5 0.040   0/1 

12 0.003  0.004 0/4 0.015  0.018 0/5 0.040   0/1 

13 0.166  0.325 1/4 0.044  0.040 2/5 0.040   0/1 

14 0.004  0.006 0/4 0.009  0.014 0/5 0.004   0/1 
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Table 3 続き 

 ニテンピラム ノバルロン ハルフェンブロックス 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.0112   0/1 0.0066  0.0051 0/4 0.0400   0/1 

2 0.0175   0/1 0.0074  0.0053 0/4 0.0400   0/1 

3 0.1836   1/1 0.1470  0.2737 1/4 0.0400   0/1 

4 0.0287   0/1 0.3219  0.2237 3/4 0.0400   0/1 

5 0.0164   0/1 0.0742  0.1328 1/4 0.0400   0/1 

6 0.0055   0/1 0.0062  0.0061 0/4 0.0400   0/1 

7 0.2256   1/1 0.0306  0.0458 1/4 0.0400   0/1 

8 2.2301   1/1 0.0063  0.0060 0/4 0.0400   0/1 

9 0.0126   0/1 0.0060  0.0063 0/4 0.0400   0/1 

10 0.0047   0/1 0.0124  0.0108 0/4 0.0400   0/1 

11 0.0058   0/1 0.0106  0.0114 0/4 0.0400   0/1 

12 0.0075   0/1 0.1040  0.1834 1/4 0.0400   0/1 

13 0.2881   1/1 0.2901  0.5553 1/4 0.0400   0/1 

14 0.0023   0/1 0.0062  0.0051 0/4 0.0040   0/1 
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Table 3 続き 

 ビフェントリン ピリダベン フェニトロチオン 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.023  0/2 0.026   1/2 0.041   0/3 

2 0.500   1/2 0.025   1/2 0.043   0/3 

3 0.496   1/2 0.017   1/2 0.082   1/3 

4 0.024   0/2 0.003   0/2 0.052   0/3 

5 0.024   0/2 0.015   1/2 0.045   0/3 

6 0.252   1/2 0.039   1/2 0.044   0/3 

7 0.024   0/2 0.026   1/2 0.105   1/3 

8 0.024   0/2 0.031   1/2 0.042   0/3 

9 0.024   0/2 0.012   1/2 0.179   0/3 

10 0.024   0/2 1.70   1/2 0.057   0/3 

11 0.024  0/2 0.032   1/2 0.057   0/3 

12 0.024   0/2 0.060   1/2 0.051   0/3 

13 0.024   0/2 0.058   1/2 0.051   0/3 

14 0.003   0/2 0.001   0/2 0.034   0/3 
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Table 3 続き 

 フェンプロパトリン ブプロフェジン フルアジホップブチル 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.040   0/1 0.051   2/2 0.023   1/2 

2 0.040   0/1 0.024   1/2 0.021   1/2 

3 0.040   0/1 0.018   1/2 0.028   1/2 

4 0.040   0/1 0.017   1/2 0.001   0/2 

5 0.040   0/1 0.008   1/2 0.014   1/2 

6 2.79   1/1 0.119   2/2 0.032   1/2 

7 0.040   0/1 0.027   2/2 0.024   1/2 

8 0.040   0/1 0.034   1/2 0.023   1/2 

9 0.040   0/1 0.025   1/2 0.027   1/2 

10 0.040   0/1 0.019   1/2 0.022   1/2 

11 0.040   0/1 0.017   1/2 0.023   1/2 

12 0.040   0/1 0.008   1/2 0.015   1/2 

13 0.040   0/1 0.067   1/2 0.001   0/2 

14 0.004   0/1 0.015   1/2 0.001   0/2 
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Table 3 続き 

 フルアジホップブチル代謝物 フルベンジアミド ヘキサジノン 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.002   0/1 0.002  0/2 0.002 0.001 0/3 

2 0.002   0/1 0.002   0/2 0.002  0.002 0/3 

3 0.002   0/1 0.032   2/2 0.010  0.013 0/3 

4 0.002   0/1 0.019   1/2 0.040  0.065 1/3 

5 1.30   1/1 0.047   1/2 0.002  0.002 0/3 

6 0.002   0/1 0.264   1/2 0.002  0.002 0/3 

7 0.002   0/1 0.464   2/2 0.002  0.002 0/3 

8 0.002   0/1 0.338   1/2 0.002  0.002 0/3 

9 0.002   0/1 0.002   0/2 0.002  0.002 0/3 

10 0.002   0/1 0.002   0/2 0.002  0.001 0/3 

11 0.002   0/1 0.002   0/2 0.002  0.002 0/3 

12 0.002   0/1 0.051   1/2 0.002  0.002 0/3 

13 0.002   0/1 0.026   1/2 0.012  0.017 1/3 

14 0.001   0/1 0.002   0/2 0.001  0.001 0/3 
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Table 3 続き 

 ヘプタクロル ヘプタクロルエポキシド (異性体 A) ヘプタクロルエポキシド (異性体 A) 

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率 

1 0.001   0/1 0.010   0/1 0.001   0/1 

2 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

3 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

4 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

5 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

6 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

7 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

8 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

9 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

10 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

11 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

12 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

13 0.001   0/1 0.013   0/1 0.001   0/1 

14 0.001   0/1 0.009   0/1 0.001   0/1 
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Table 3 続き 

 ボスカリド メタミドホス  

食品群 平均 標準偏差 検出率 平均 標準偏差 検出率    

1 0.085  0.136 1/5 0.004 0.004 0/3    

2 0.834  1.07 3/5 0.004  0.004 0/3    

3 0.145  0.250 2/5 0.003  0.004 0/3    

4 4.41  9.21 3/5 0.009  0.009 0/3    

5 0.150  0.193 2/5 0.004  0.004 0/3    

6 1.76  2.70 3/5 0.012  0.014 1/3    

7 9.05  9.00 5/5 0.009  0.010 1/3    

8 1.34  1.50 4/5 0.506  0.840 2/3    

9 1.01  0.479 5/5 0.009  0.009 0/3    

10 0.121  0.211 1/5 0.007  0.005 1/3    

11 0.095  0.154 1/5 0.007  0.005 1/3    

12 0.064  0.084 1/5 0.003  0.004 0/3    

13 0.023  0.017 0/5 0.010  0.011 1/3    

14 0.013  0.014 0/5 0.002  0.002 0/3    
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Table 4 農薬の推定一日摂取量と対 ADI比に関する基礎統計量 

 

a ND=0.2LOQ として算出, b 体重 55 kg として計算 

対象農薬 
推定 1 日摂取量 

(µg person−1 day−1)a 
ADI 

(mg kg−1 day−1) 
対 ADI 比 (%)b 

 平均値 標準偏差 中央値  平均値 標準偏差 中央値 

BHC 0.099  0.10 0.0047 0.038  0.038 

γ-BHC 0.021  0.021 0.005 0.008  0.008 

アセタミプリド 0.693 0.405 0.549 0.071 0.018 0.010 0.014 

アセタミプリド代謝物 0.149 0.053 0.149 0.071 0.004 0.001 0.004 

アセフェート 0.260 0.386 0.065 0.0024 0.197 0.292 0.050 

イミダクロプリド 0.449  0.449 0.057 0.014  0.014 

インドキサカルブ 0.005  0.005 0.0052 0.002  0.002 

クロチアニジン 0.521 0.338 0.419 0.097 0.010 0.006 0.008 

クロルデン 0.219  0.219 0.0005 0.795  0.7949 

クロルピリホス 0.175 0.161 0.155 0.001 0.318 0.292 0.281 

ジノテフラン 6.73  6.73 0.22 0.056  0.056 

スルホキサフロル 0.028  0.028 0.042 0.001  0.001 

チアクロプリド 0.744 0.923 0.455 0.01 0.135 0.168 0.083 

チアメトキサム 0.467 0.430 0.248 0.018 0.047 0.043 0.025 

テフルトリン 0.083  0.083 0.005 0.030  0.030 

ニテンピラム 0.491  0.491 0.53 0.002  0.002 

ノバルロン 0.067 0.079 0.040 0.011 0.011 0.013 0.007 

ハルフェンブロックス 0.083  0.083 0.003 0.050  0.050 

ビフェントリン 0.164 0.042 0.164 0.01 0.030 0.008 0.030 

ピリダベン 0.165 0.2193 0.1651 0.005 0.060 0.080 0.060 

フェニトロチオン 0.195 0.16 0.14 0.0049 0.072 0.058 0.053 

フェンプロパトリン 0.388  0.388 0.027 0.026  0.026 

ブプロフェジン 0.074 0.053 0.074 0.009 0.015 0.011 0.015 

フルアジホップブチル 0.049 0.065 0.049 0.0044 0.020 0.027 0.020 

フルアジホップブチル代謝物 0.092  0.092 0.0044 0.042  0.042 

フルベンジアミド 0.149  0.149 0.017 0.016  0.016 

ヘキサジノン 0.006 0.002 0.006 0.049 0.0002 0.0001 0.0002 

ヘプタクロル 0.003  0.003 0.00012 0.044  0.044 

ヘプタクロルエポキシド(異性体 A) 0.028  0.028 0.00012 0.428  0.428 

ヘプタクロルエポキシド(異性体 B） 0.003  0.003 0.00012 0.044  0.044 

ボスカリド 2.15 0.889 2.40 0.044 0.089 0.037 0.099 

メタミドホス 0.115 0.159 0.031 0.0006 0.350 0.481 0.093 
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Table 5 食品を介した農薬の推定 1 日摂取量への各食品群への平均寄与率 (%)* 

食品群 BHC γ-BHC アセタミプリド アセタミプリド

代謝物 

アセフェート イミダクロプリ

ド 

インドキサカル

ブ 

クロチアニジン 

1 16.75 20.01 0.08 0.28 1.13 23.60 11.66 20.62 

2 8.39 10.02 0.03 1.36 17.65 3.72 7.58 0.64 

3 1.08 1.29 0.00 0.03 0.11 7.31 1.48 0.42 

4 0.37 0.44 0.05 0.01 0.35 0.01 0.49 0.11 

5 2.73 3.27 0.01 1.74 0.31 5.37 3.40 0.27 

6 4.48 5.35 73.49 56.07 0.72 0.38 4.75 27.47 

7 3.74 4.47 3.53 13.01 0.56 5.08 4.24 19.91 

8 9.47 11.32 13.02 24.96 69.77 36.56 8.63 16.06 

9 20.15 24.07 2.57 0.57 6.05 1.22 33.87 9.23 

10 19.22 3.48 0.01 0.07 0.48 0.04 2.79 0.34 

11 3.89 4.65 0.02 0.12 0.75 0.04 5.35 0.58 

12 4.90 5.86 0.02 0.13 0.67 11.79 6.21 0.68 

13 3.81 4.55 7.10 1.47 0.59 4.74 4.46 3.23 

14 1.01 1.20 0.05 0.19 0.85 0.17 5.09 0.45 

*ND となったデータには LOQ の 0.2 倍したものを代入し計算した． 
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Table 5 続き* 

食品群 

クロルデン クロルピリホス ジノテフラン 

スルホキサフロ

ル チアクロプリド チアメトキサム テフルトリン ニテンピラム 

1 18.99 3.96 8.65 14.95 0.15 1.22 20.01 1.04 

2 9.51 2.30 0.03 2.60 0.08 0.62 10.02 0.73 

3 1.23 0.78 0.01 0.29 0.01 0.09 1.29 1.20 

4 0.42 9.34 0.11 4.37 0.02 0.07 0.44 0.06 

5 3.10 0.64 0.02 0.57 0.02 0.20 3.27 0.20 

6 5.08 36.30 15.59 2.20 96.64 11.50 5.35 0.11 

7 4.25 2.25 73.56 2.64 0.04 10.92 4.47 4.2 

8 10.74 2.91 1.82 6.19 0.09 61.98 11.32 84.97 

9 22.85 32.21 0.07 12.60 0.67 11.12 24.07 1.63 

10 8.39 0.74 0.04 0.81 0.03 0.22 3.48 0.06 

11 4.41 2.09 0.03 2.13 0.05 0.32 4.65 0.13 

12 5.56 1.42 0.03 0.64 0.05 0.41 5.86 0.20 

13 4.32 3.53 0.04 45.87 2.02 0.87 4.55 5.31 

14 1.14 1.55 0.01 4.15 0.13 0.47 1.20 0.12 

*ND となったデータには LOQ の 0.2 倍したものを代入し計算した． 
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Table 5 続き* 

食品群 ノバルロン 
ハルフェンブロ

ックス 
ビフェントリン ピリダベン 

フェニトロチオ

ン 

フェンプロパト

リン 
ブプロフェジン 

フルアジホップ

ブチル 

1 3.41 20.01 5.66 6.92 7.35 4.28 25.45 21.18 

2 1.92 10.02 48.38 3.06 4.02 2.14 5.68 8.66 

3 6.66 1.29 9.19 0.32 1.27 0.28 0.78 1.83 

4 5.08 0.44 0.14 0.02 0.28 0.09 0.23 0.02 

5 6.53 3.27 1.00 0.56 1.33 0.70 0.63 1.73 

6 0.90 5.35 17.07 2.32 2.29 79.78 15.56 6.39 

7 4.19 4.47 1.35 1.43 4.85 0.96 3.26 4.43 

8 1.74 11.32 3.30 3.55 4.30 2.42 8.55 8.64 

9 5.25 24.07 7.80 4.64 58.66 5.14 21.15 34.76 

10 1.28 3.48 1.02 66.97 2.06 0.74 1.63 2.86 

11 1.86 4.65 1.45 2.19 3.33 0.99 2.54 5.14 

12 19.83 5.86 1.80 4.65 3.45 1.25 1.29 3.89 

13 39.06 4.55 1.38 3.19 2.49 0.97 8.14 0.19 

14 2.29 1.20 0.46 0.20 4.31 0.26 5.10 0.29 

*ND となったデータには LOQ の 0.2 倍したものを代入し計算した． 
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Table 5 続き* 

食品群 
フルアジホップ

ブチル代謝物 
フルベジアミド 

ヘキサジノ

ン 
ヘプタクロル 

ヘプタクロルエ

ポキシド（異性

体 A） 

ヘプタクロルエ

ポキシド（異性

体 B） 

ボスカリド メタミドホス 

1 0.51 0.36 9.45 11.39 11.28 11.53 1.71 1.50 

2 0.33 0.24 5.37 7.40 7.33 7.50 7.42 0.59 

3 0.07 0.68 5.36 1.45 1.43 1.46 0.21 0.09 

4 0.02 0.13 6.77 0.48 0.48 0.49 1.89 0.07 

5 95.73 1.86 2.30 3.33 3.29 3.37 0.38 0.24 

6 0.21 17.42 3.35 4.64 4.59 4.70 8.26 0.98 

7 0.19 29.19 3.09 4.14 4.10 4.19 40.13 0.71 

8 0.38 43.04 6.23 8.43 8.35 8.54 11.72 88.43 

9 1.49 0.51 22.97 33.09 32.77 33.51 26.80 4.82 

10 0.12 0.08 2.36 2.73 2.70 2.76 0.37 0.35 

11 0.24 0.12 3.87 5.22 5.17 5.29 0.49 0.63 

12 0.27 4.38 4.45 6.07 6.01 6.15 0.38 0.36 

13 0.20 1.68 18.85 4.36 4.31 4.41 0.10 0.80 

14 0.24 0.31 5.60 7.26 8.18 6.11 0.15 0.41 

 

*ND となったデータには LOQ の 0.2 倍したものを代入し計算した． 
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Table 6 食品を介した農薬の推定 1 日摂取量 (µg person−1 day−1) の下限値と上限値* 

 

地域 BHC γ-BHC アセタミプリド アセタミプリド 

代謝物 

アセフェート イミダクロプリド 

 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 

A       0.74 1.20 0.066 0.560   

F 0.019 0.219 0 0.0576   1.98 1.99 0.285 0.286   

B       0.63 0.74     

D       1.33 1.34 0.165 0.171 0.444 0.451 

E     0.009 0.015 0.09 0.12 0.238 0.246   

 

 

地域 インドキサカルブ クロチアニジン クロルデン クロルピリホス ジノテフラン スルホキサフロル 

 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 

A   0.943 1.03   0.071 0.198     

F     0.026 0.594       

B   0.467 0.472   0.446 0.447     

D   0.238 0.248   0.144 0.171 6.71 6.74 0.014 0.034 

E 0 0.007 0.247 0.368   0.026 0.040     

*下限値には、LOD 未満の場合には 0を、LOD 以上 LOQ 未満の場合には LOD を代入した。上限値には、LOD 未満の場合には LOD を、LOD

以上 LOQ未満の場合には LOQ を代入した。定量可能であったデータには、上限値および下限値には定量値を用いた。 
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Table 6 続き 

地域 チアクロプリド チアメトキサム テフルトリン ニテンピラム ノバルロン ハルフェンブロックス 

 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 

A 2.03 2.06 0.208 0.328     0.013 0.076   

F   0.162 0.335 0 0.207     0 0.207 

B 0.013 0.014 0.947 0.949     0.003 0.006   

D 0.180 0.183 0.001 0.007   0.482 0.517 0.176 0.188   

E 0.727 0.729 0.901 0.903     0.023 0.055   

 

 

地域 ビフェントリン ピリダベン フェニトロチオン フェンプロパトリン ブプロフェジン フルアジホップブチル 

 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 

A     0 0.302       

F 0.055 0.251   0 0.207 0.310 0.506   0.055 0.251 

B             

D   0.320 0.320     0.112 0.112   

E 0.179 0.201 0 0.015 0.028 0.108   0.031 0.041 0.179 0.201 

*下限値には、LOD 未満の場合には 0を、LOD 以上 LOQ 未満の場合には LOD を代入した。上限値には、LOD 未満の場合には LOD を、LOD

以上 LOQ未満の場合には LOQ を代入した。定量可能であったデータには、上限値および下限値には定量値を用いた。 
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Table 6 続き 

地域 フルアジホップブチル 

代謝物 

フルベンジアミド ヘキサジノン ヘプタクロル ヘプタクロルエポキシ

ド（異性体 A） 

ヘプタクロルエポキシ

ド（異性体 B） 

 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 

A   0.258 0.267         

F             

B     0 0.006       

D   0.035 0.036 0.005 0.006       

E 0.091 0.097   0 0.012 0 0.004 0 0.042 0 0.004 

 

 

地域 ボスカリド メタミドホス     

 下限値 上限値 下限値 上限値         

A 0.595 0.702           

F 2.20 2.30           

B 2.40 2.40 0.298 0.299         

D 2.56 2.57 0.029 0.041         

E 2.90 2.96 0 0.025         

*下限値には、LOD 未満の場合には 0を、LOD 以上 LOQ 未満の場合には LOD を代入した。上限値には、LOD 未満の場合には LOD を、LOD

以上 LOQ未満の場合には LOQ を代入した。定量可能であったデータには、上限値および下限値には定量値を用いた。 
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Fig. 1 各食品群における農薬の 1 日摂取量 
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Fig. 2 各農薬の推定一日摂取量における各食品群の寄与率 
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